































































































会資本強補修覚書」 （｢経営研究」第116-118合併号， 1972年)， 同著「社会資本





















































































































































































































































































ナー」1975年5月号， 97頁） と述べ， この点の誤りを認めておられる。そして
「改訂版・社会資本論」 （有斐閣， 1976年）においては， この「車両を除く」 とい
う箇所は削除されている。
6） 満橘正雄教授の宮本教授批判は「社会資本論メモー宮本憲一「社会資本輪」を
瞬んで－」として， 「都政」(東京都政調査会）麓上に， 1976年2月号， 3月号，





















三つの性格をもつことをあげ (Cootner, SocialOverheadCapital andEco-
nomicGrcwth,inW.W.Ro5towed､,TheEcon･micofTake-Dff into























































































































2） ゴードン，チャイルド「文明の起源（下)」 （ねずまさし訳，岩波新書） 3-4頁


























































の， ヤウ HI(ﾛl両者に共通して機能するもの， となる。
(2) 社会資本の社会とは，上述の機構が複数の主体によって利用され
る， という意味である。
(3) 社会資本は，それ自身一つの経済単位として分類すれば， （ｲ1 国
家の統治上の機構, Iﾛ） 国営企業，㈱民間企業， という形態巻と
って存在する。また㈹|ﾛ)閥の混合体としても存在することがある。
(4) 社会資本は，所有者別に分類すれば，例国家（地方自治体も含
めて）の所有するもの， （ﾛl 私人（株式企業も含めて）の所有する
もの．及びし1 H1(画1の混合体として存在する。
－65－
